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　　　　（出所）　総理府広報室「国民生活に関する世論調査」1989年12月
のかに関しては図34に示されるように，「レジャー・余暇生活」をあげる者が33．7％と最も多く漸増
傾向にある。
　このような意識の変化を敏感にキャッチした企業では，大型夏休みや海外保養所などを新設して
侵ゆとり”を訴えながら人材確保と転職防止に乗り出すところが増えている。就職活動を行っている
大学生が，週休2日制，フレックスタイム，長期休暇などを，入社する会社を選ぶ重要な条件として
あげているという事情もあるが，世界を舞台に活躍している企業でも，国際化の一環として欧米諸国
並みの休暇，労働時間の実現を目指しているケースもある。
　日本人の余暇活動を余暇市場の動向からみると娯楽や趣味・学習といった室内的なものから，スポ
ーツ，行楽・観光など戸外的なCt行動型”にウェイトが移りっっある。
　　4．余暇活動への企業の対応
人間はなぜ余暇を欲するのであろうか。労働との関係を動機の観点から次の5っにまとめることが
できよう。①休養動機〔仕事が非常に多忙で緊張し，疲労がたまっているので自由時間を使ってそれ
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を解消し，もとの状態を取り房そうという動機〕，②不満解消動機〔仕事の場でフラストレーション，
もしくは否定的な情緒喚起（怒り，失敗，挫折など）を経験したときに，自由時間を使って浄化（カ
タルシス）活動を行うことによって，その不満を解消しようという動機〕，③代償動機〔仕事の揚で
満たされない欲求，能力を，自由時間を使って表現しようという動機〕，④余剰エネルギー動機〔仕
事が終った後，休養を十分取った後にまだ自由時間と活動があり，その活動を仕事とは別の活動にあ
てて自己啓発を図ろうという動機〕，⑤仕事延長動機〔仕事と余暇を区別しないで，余暇を仕事の積
極的な強化手段にしようという動機〕があげられる。これらの動機のなかで，生きがい，働きがいに
プラス面で影響する動機は，休養動機，余剰エネルギー動機，仕事延長動機で，マイナスに影響する
のは，不満解消動機，代償動機であるという結果が興味深い。
　今目，週休2日制や夏季休暇制度などの導入によって増大した従業員の余暇時間をどう有効に過ご
させるかといったことも，労務管理における重要な課題となってきている。しかし，企業が従業員の
余暇を管理することは困難なことである。企業が余暇活動を推進する場合，一つの矛盾を内包してい
る。それは自由であるべき個人の余暇に企業が干渉してよいのかという問題である。強制される余暇
活動はもはや本来の余暇ではあり得ない。その意味でも，企業の余暇活動施策は従業員の余暇に対す
るニーズを的確に把握したうえで行われなくてはならない。今後，企業の余暇活動推進のポイント
は，①余暇活用空間の提供および斡旋，②余暇活用費用の補助，③余暇活用相談制度の充実の3本柱
に絞られるように思われる。
結びにかえて
　これまでの分析により，本稿で確認されたわが国の脱物質的価値変動は，生活次元における若年層
の意識変容とも，深く密接な関係にあることが確認された。そこに示された諸相は，イングルハート
が西欧・北米諸国で確認した傾向ほど明確なものではなかったが，おおよその点でイングルハートの
仮説を裏付けるものであった。とりわけ脱物質価値志向は，日常の生活関心として，精神的な充実を
強調する傾向が示唆されたこと，さらに社会との関わり方においては，社会志向性が強く，理想を重
視する傾向を持ち，現体制を根本的に変革することは望まないながらも，緩やかな改革によって社会
を改善していこうとする態度と結びっいていることが示唆されていたといえる。
　しかしながら，こうした分析を進める過程において，脱物質的価値変動といわば並行するかたち
で，しかも，これとは異質な意識が若年層（ことに20代）に芽生えつつある。利用しうるデータの制
約もあって，いまひとっその性格が明瞭ではない難点はあるが，豊かで快適な消費生活を肯定し，こ
れを享受することに日常の生活関心を傾注する態度の顕著な増加，現在中心で，広く浅く型のライフ
スタイルの浸透，さらに注目すべき点として，社会の問題や理想を追求することよりも自分の余暇や
生活の充実を優先したいという「私生活」中心主義の浸透をあげることができよう。
　児島和人は，「現在と自己中心的であり，遊びと快楽を求める快楽志向」かつ「現在，自己に傾斜
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した自己表出性の強い意識が若年層に胚胎されている」として，これを「あそび志向」と名付・けた。
児島がその分析にあたって投入した項目は広範囲にわたり，われわれが実施した質問文とも異なるの
で単純な比較は不可能であるが，若年層の意識変化のプロセスは，児島の「あそび志向」の内容と符
合する側面がきわめて強いように思われる。
　本研究で試みられた分析と幾つかの仮説・検証は，これまでの蓄積データと知見を基礎にしている
ものの，2つの定点調査（有権者調査・大学生調査）にもとつく暫定的な報告であることは否めない
ところである。このような定点調査の性格上，暫定的な仮説の域を出ない部分も多いが，本稿で確認
した新世代の意識構造をさらに精緻な形で把握し，より一層有益なものとしていくためには定期的な
継続調査を行っていくことが必要と考えられる。
注
（1）　詳細については，「戦後世代の価値観変化と行動様式の変容」（社会経済国民会議編）の研究報告書を参
　　照。この研究報告書は総合研究開発機構（NIRA）の助成研究で，岡野加穂留明治大学教授，内田健三
　　法政大学教授らの政治学者を中心とした研究プロジェクトが調査研究にあたったもので，筆者もこの研究
　　プロジェクトのメンバーであった。
（2）　大六野耕作「わが国の社会経済変動と価値観変化に関する理論的考察」r戦後世代の価値観変化と行動
　　様式の変容』社会経済国民会議，1988，P．48－49参照。
（3）イングルハートが「脱物質的価値」を検出するために用いたインデックスは全部で12項目存在するが，
　　わが国ではこの12項目すべてを用いた分析は「戦後世代の価値観変化と行動様式の変容」の研究報告がわ
　　が国初の調査といえる。
（4）イングルノ・一トは1971年の論文において価値優先順位の2つの対極的な型を説明するにあたり「獲得的
　　価値」対「脱ブルジョワ的価値」という用語を用いた。しかし，この用語法では，価値観変化の枠組みに
　　経済的基礎を強調しすぎるきらいがあるとして，1977年の論文から「物質的価値」対「脱物質的価値」と
　　いう用語法を採用している。「物質的価値」という表現は経済的，身体的安全の両方の相対的強調を意味
　　するものである（lnglehart，1977）。
（5）　4項目指標による「物質的価値」対「脱物質的価値」スケールは，「言論g）自由」「国政の発言権」の組
　　合せを「脱物質的価値」，「物価の安定」「秩序の維持」の組合せを「物質的価値」とし，それ以外の組合
　　せは「混合」とした。表4に示されるように，この4項目指標によるスケールは，従来わが国で展開され
　　てきた議論を検証する結果を示唆している。性別の相違により脱物質的価値の分布に有意な差がみられ，
　　脱物質的価値〔は女性より男性により顕著にあらわれている（lnglehart，1977）。また，年齢階層別では破行
　　性はあるものの20代に脱物質的価値が多く支持され，物質的価値は中高年層において支持されている。政
　　党別にみると，社会，共産両党の支持者層が脱物質的価値志向であるのに対し，自民，民社両党の支持…者
　　層は物質的価値志向であり，この結果は綿貫の分析と符合する（綿貫，1976）。
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